























































3 1994年7月15日東京地裁判決（『判タ』 855号， 161頁）， 1995年10月1日大阪









































































































































6 1995年11月21日大阪高裁判決（『判例時報』 1599号， 26頁）
前記奈良地裁判決逆転敗訴
















































































































































































我が国における国際人権規約判例等の年譜と憲法上の解釈論への反映小山 千蔭 401 
についての健全な国際的・国内的統ーが図られるであろう。現在我が国におけるこの
批准消極論に根強い，国際的基準を押しつけられるとの「危倶」に終始しではならな
い。第一選択議定書批准により，規約を国内裁判所が解釈し，個別事件が国連規約人
権委員会に係属することによって，国内裁判所の規約解釈が国内基準から国際基準に
転化していくとしづ積極的な方向の発展も期待できるとしづ双方向の意義も考えるべ
きでなかろうか。
